
  

 

第１４４７回 例会 ２０２２年 (令和４年) ３月７日 

（水と衛生月間） 

 

前回（２月２８日）例会記録  

◇プログレス 平山 明彦 ＳＡＡ 

 

１．来客紹介  竹内  弘 親睦委員 

 ゲスト:０名 地区外：０名 地区内：１名 合計:１名 

  

 ２．会長の時間  宮原  彰 会長         

 

皆様こんにちは、今日で二月が終了します。 

そして明日からは弥生三月です。春の始まりです。春は新しい良いことや楽しいことが始まる 

イメージが湧いてきます。その、春の始まりの前にロシアがウクライナへ武力で侵攻したために、

世界中が混乱しております。 

人生１００年時代と言われる時に、なぜ皆さん仲良く出来ないのでしょうか。 

国際間の緊張がこれ以上混乱することの無いように願いたいところです。  

わたしごとですが、偶然にもこんな事が起こり、驚愕しております。 

弊社は３年ぐらい前、新型コロナが発生する以前から、某照明機器メーカと共同で蛍光体の 

開発を行って参りました。これからの生産に当たり、両社の間で秘密保持の契約を締結することになり、その調印日が、 

２０２２年２月２２日は２が六つ、入る珍しい日でありました。 

どのくらい“まれ”かと言いますと１２２２年２月２２日以来、８００年ぶりというほど。 

本日のプログラム                       （本日のプログレス 片岡 清夫 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」「四つのテスト」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ ３月お誕生月会員お祝い 

○ 卓 話  「黄色いポスト」  大嶋 捷正 会員 

○ クラブ協議会（中間） ４階 「白鳥の間」 13：40～15：40 

・春よ来い 

・ひとりの手 

・待ちぼうけ 



 

１２２２年は、鎌倉幕府が源頼朝により開かれた後、武家政治が確立された頃になります。 

世界に目を向ければ、チンギス・ハーンがモンゴル帝国を拡大させ、アフガニスタンに侵攻した頃。 

その後も西への征服を続け、西欧諸国にも脅威を与えた時代だった現代の世界もまた大きな変化の予兆を示しております。 

ロシアによるウクライナへの武力攻撃が始まり、 東アジアにも飛び火する事態となれば、世界を巻き込んだ危機が到来 

することになります。次に２並びになるのは、２００年後の２２２２年２月２２日。七つも２が続く、果たして２００年後の人類は、 

今日の２０２２年をどのような歴史として記憶することになるのでしょうか。 

新たな軍事紛争の勃発などではなく、人類がパンデミックを克服した年であったと記録して欲しいものです。 

更に驚いたことに夜のテレビで２０２２年２月２２日は「スーパー猫の日」として放映されておりました。放映によりますと元  々

「猫の日」と、いう日があり、その始まりは一般社団法人ペットフード協会が１８８７年に「猫と一緒に暮らせる幸せに感謝し、 

猫とともに、この喜びをかみしめる記念日」という想いで制定されたそうです。何故２月２２日になったのかと言いますと、 

ニャンニャンニャンの語呂合わせからきたそうです。 

そして今年は２０２２年２月２２日と言う事で「２」が６回も連なる「スーパー猫の日」と言われています。そう考えると２２２２年 

２月２２日が最もスーパーな気もしますが、これからさらに、２００年後の話しなので、今年は近年の「猫の日」の中で、 

とてもスーパーな年と言えますね。今日は２０２２年２月２２日に因んで話しをさせていただきました。 

有難うございました。 

 

３．ニコニコ報告  岡本 真太郎 親睦委員 

塩尻 会員・・・・本日卓話よろしくお願い致します。 

岩崎 会員・・・・山川さん、藤井さん、原山さん、動画撮影ありがとうございました。 

中西 会員・・・・コロナ禍が長引く中、片岡様より再び大量のお持ち帰り「ふぐ」を応援いただき、心よりお礼申し上げます。 

          ありがとうございました。 

中井、天野、竹内、清水、新川、澤田、中嶋、小島、山川、野田、平山、片岡、小山、井澤、岡本（真）、洪、藤井、俣野、 

坂本、甚田、岡野、沖、中村、宮原、伊藤、吉本、北野、林、 

各会員・・・・明日から３月 春の訪れを感じる気候となってきました 

 

４．出席報告 平山 明彦  ＳＡＡ 

会員総数 ３８名 出席率計算会員数 ３６名 出席会員数 ３３名（内ZOOM１名参加） 出席率 ９２％ 

第１４４４回（２月７日） 修正出席率 ９７％ 

 

５．国際奉仕バズセッション  国際奉仕委員会 塩尻 明夫 委員           

 

今年度米山委員長の塩尻ですが、国際委員会の卓話の時間を頂いてお話をさせて頂き 

ます。ロータリークラブのグローバル補助金は、地区補助金と同様、RI から活動資金の補助が

出る仕組みは同じなのですが、最低でも３万ドルのプロジェクトと、地区補助金より大幅に規模

の大きな活動が対象になります。また、ロータリーの重点項目（最近６から７項目に増えました）

に合致した活動であることも重要です。私たちは一度、姉妹クラブであるシンガポールロータリ

ークラブのグローバル補助金プロジェクトに参加しています。 

その関係もあり、先方からは「ぜひ船場もグローバル補助金プロジェクトをやって欲しい。 

そうなれば参加はもちろん、協力は惜しまない」とずっと言われています。 

さてそんな大きなプロジェクトはなかなか見つけにくいのですが、たまたま合致しそうな活動を見つけてきました。 

それが SUNDA（スンダ）の坪井さんが行っておられる「井戸の管理システム」です。 

以前クラブで井戸を提供するプロジェクトが行われたと聞いていますが、これは井戸を与えるのではありません。 

井戸は定期的に適切なメンテナンスをしなければ維持できないのですが、このメンテナンスの為の費用を集める仕組みと 

なります。 

では坪井さん、自己紹介とプロジェクトのご説明をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

坪井さん、ありがとうございました。 

シンガポールロータリーを訪問された時にお会いした、シャフールさんやモハンさんといった主要メンバーが 

アフリカとのつながりも強く、このプロジェクトが進むなら強く支援するともいわれています。 

是非、グローバル補助金プロジェクトとして進めることが出来るようよろしくお願い致します。 

 

 

 

【2022-23年度 国際ロータリー（RI）会長、テーマ】 

 

次年度RI会長 

ジェニファーE.ジョーンズ氏 

Windsor-Roselandロータリークラブ所属 

カナダ、オンタリオ州 

 

ウインザーにあるMedea Street Productions Inc.創業者兼社長。 

ウインザー大学の理事長、ウインザー・エセックス地域商工会議所の会頭を務めたほか、法学の博士号を有しています。 

１９９７年にロータリークラブ入会。RI副会長、理事、研修リーダー、委員会委員長、モデレーター、地区ガバナーを 

歴任。現在は、ポリオ根絶活動のために１億５０００万ドルのファンドレイジングを目指す、「End Polio Now：歴史を創る 

カウントダウンキャンペーン委員会」の共同委員長を務める。 

 

 

☆次週３月１４日（月）例会予定 

・卓話：藤井会員 

・理事会31「カトレア」13：40～14：40 


